
このシリーズでは、主にネットーク環

境に関しての解説を中心にIPネットワー

クカメラの特性に踏み込んで連載してき

た。今回はクラウドをテーマにあれこれ

と書き殴りたい。

【VsaaS】

VsaaS はVideo Surveillance as a 

Serviceの略語で、マネージド/ホステッ

ド・ビデオ、ビデオ監視における最もホッ

トなトレンドの一つである。 このアプ

ローチの主な利点は、それが簡単にビデ

オ監視を展開し、アクセスできるように

することである。管理およびホストされ

たビデオを使用するには、家庭や小規模

ビジネスの市場セグメントのためのシン

プルなアプリケーションで開始されてい

る。

このように立派な能書きはできるの

だが、では、どの製品でサポートするの

か?　こう問われると回答に詰まってし

まう。

ipカメラのプロトコルは、自身から接

続を求めるプロトコルにはなっていな

い。そのため、ルータのNATを容易に

パスできないのである。私たちが普段利

用しているPCやスマートフォンは、そ

のデバイス自身が接続先のドメインを求

めて接続に行き、このドメインのネーム

解決もUDPだが、問題なくNATを通過

する。

さらに、 セキュリティに関して言え

ば、ビデオストリーム自体は暗号化され

ていない。私たちがクレジット決済をす

る時のhttps通信は、通常のブラウザで

の通信httpをSSLで暗号化している。し

かし、ビデオストリームをhttpsで処理

することは理論的には可能でも、実際に

はオーバーヘッドや帯域幅などから現実

的ではない。

アクシス社のホステッドサービスと

してAVHSが発表されているが、これは

同社独自の仕様のトンネル・プロトコル

によりビデオストリームを保護してい

る。

VsaaSはあくまでも簡易的で、中間

業者に頼らないシンプルなビジネスモデ

ルとして華々しく発表されたが、今一つ

盛り上がりに欠けると言える。この中間

業者に頼らないビジネスモデルとして

は、 誰もが知っているFacebookや

TwitterまたMixiなどがある。Twitterの

代理店など存在しないのである。

自分で発信を制御してサービスを利

用するのではなく、ビデオが単に勝手に

映っている映像を送信するが、これに対

する心理的抵抗線は簡単には下がらない

だろう。

やはり、 現実的なクラウドとしての

VsaaSは、VPNを経由したアーカイブ・

サービスとライブ・ローカル・モニタリ

ングがもっとも現実的である。ホステッ

ドなサービスはグローバルにアクセス可

能なライブやアーカイブ再生であり、最

近では当然スマートフォン対応も要求さ

れている。

【帯域幅の対応策】

絶対に避けて通れない帯域幅の問題

を解決しないことには、クラウドは絵に

描いた餅でしかない。ベストエフォート

回線での100%確実なリアルタイムビデ

オ伝送は有り得ない。ごく稀であっても、

ライブビテオは欠落するものである。こ

れをアーカイブ(録画)しても、欠落部分

が発生してしまう。これを解決するため

の回答がエッジ録画である。

最新の i pカメラではSDHC規格の 

SSDメモリをサポートしている。この

SSDに記録された映像を転送するなら、

リアルタイムの必要性がないのでTCP

プロトコルにより、確実に転送記録が可

能となる。

【ビデオ・トリクリング】

当社が取り扱っているジェネテック

社製V M S (映像監視ソフトウエア ) 

OMNICASTは、このエッジを高度にサ

ポートしている。一例を挙げて説明する

と、VPN経由でカメラ映像を常時録画

しているとしよう。このVPNネットワー

クでは、何らか理由による帯域幅減少で、

いつも数台のカメラ映像が数秒間から数

10秒間欠落する。しかし、OMNICAST

は、この欠落したビデオをエッジデバイ

スであるカメラから取り出し、確実にビ

デオを記録する。

この技術をGENETEC社ではビデオ・

トリクリング(Video trickling：滴るビデ

オ)と呼んでいる。ビデオ・トリクリン

グの画期的な能力はビデオ・クラウドの

肝と言える。転送は、イベントやスケ

ジュールなど様々なフィルタを通して確

実にアーカイブされる。

この仕組みは、 交通機関のセキュリ

ティでも大変有用となる。バスや電車内

の録画映像をライブで配信する通信網の

確保は、ほとんど不可能である。そこで、
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株式会社ジャバテル　代表取締役CEO　佐々木宏

42 |   Nov/Dec 2012

連載：市場慧眼



エッジに記録された映像を、車

両が運行終了し入庫した後に

Wi-Fiで自動的に吸い上げて

アーカイブするのである。

もう一つ例を挙げると、 深

夜営業などのファストフード

のチェーン店では、ほとんどの

店舗が監視カメラを取り付け

ている。店舗内で何らかの問題

が発生した時に、録画されてい

る映像を法的機関に提出する

ために、店舗に出向きあれこれ

と探し出すのは大変な作業で

ある。内引きの疑いがある調査

でも同様に困難を極める。これ

は良くある話だが、再生しよう

と店舗に出向いていったら、故

クラウド

ビデオ・トリクリング・テク

ノロジーにより

SDメモリー又はNASに蓄積

された映像のスケジュール

伝送で確実にアーカイブさ

れる。欠落部分のみの伝送

、フィルタリグ伝送などを完

全にサポートします。

障していたり録画されていなかったりな

どの事態が発覚する。しかし、集約管理

できるクラウドならこのようなリスクも

手間も大幅に改善できる。

【GSC mobile 3.1の新機能】

当社の新しいサービスGSC mobile 

3.1にモバイル・カメラが登場した。ス

マートフォンでカメラの映像を観ること

は今や常識になっている。しかし、この

スマートフォンが監視カメラとなり録画

配信が可能だとしたら。リモートメンテ

ナンスや、巡回警備で大きな役割をこな

す。

次回は工事業者から聞いたHS-SDIと

NVRに関する深刻な話を取り上げる。 
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